













①調査対象：調査協力企業 17 社に、平成 27 年に入社した新規学卒者（大学・院卒）2137 人
（女性 836 人、男性 1301 人）。この 17 社は、正社員が 3000 人以上（10 社）、
1000 人以上 2999 人以下（4 社）、800 人以上 999 人以下（3 社）の大企業で、
金融業 1 社、建設業 1 社、コンサルタント業 1 社、サービス業 7 社、商社・卸業
1 社、通信・ソフト業 2 社、製造業 4 社（本社は、東京 15 社、埼玉 1 社、大阪 1 社）。
②調査方法：WEB アンケート調査
③回 答 数：1258 人（回答率　58.9％：女性 56.8％、男性 60.2％）
④回答者の属性：女性 475 人（37.8％）、男性 783 人（62.2％）
　　　　　　　　総合職（転勤あり・なし　含む）女性 424 人、男性 751 人




























渡辺　美穂（国立女性教育会館研究国際室研究員）　（肩書きは平成 28 年 3 月 31 日現在）
４．主な調査結果（概要）
４－１．現在の就業状況






























































































































〇１か月あたりの残業時間（平均）は、「最も多かった月」は女性 23.33 時間、男性 36.65 時間。











































〇「現在の仕事内容と待遇が釣り合わない」（1 ～ 4 点評価、「釣り合わない」ほど高得点）
〇「機会があれば、別の会社に転職したい」（1 ～ 4 点評価、「転職したい」ほど高得点）





























































































































































　：1 ～ 4 点評価、「あてはまる」もしくは「そう思う」ほど高得点


























































































〇「仕事を通じて成長しているという実感がある」「企業目標に貢献することを意識して行動している」「仕事の専門能力を高めたい」：1 ～ 4 点評価、「あてはまる」もしくは
　「そう思う」ほど高得点
























































　：1 ～ 4 点評価、「あてはまる」もしくは「そう思う」ほど高得点
自分が目標とするような先輩や上司がいる 自分が目標とするような先輩や上司がいない
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入社前のイメージより女性が「働きやすい」に近い 入社前のイメージより女性が「働きやすい」にどちらかというと近い
入社前のイメージとギャップはない 入社前のイメージより女性が「働きにくい」にどちらかというと近い
入社前のイメージより女性が「働きにくい」に近い
図 16.　目標とするような先輩や上司」の有無と「女性の働きやすさのイメージ・ギャップ」（女性）
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図 15　「目標とする先輩や上司」の有無と「職場環境」
図 16　「目標とするような先輩や上司」の有無と「女性の働きやすさのイメージ・ギャップ」（女性）
★ 詳細については、http://www.nwec.jp/jp/publish/ をご覧ください。
